








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ている）（ 友達の思いを受け入JrUて譲る毎日くり返される活動廟の集い） 譲ること ）
~）


































〔霊ii5つ（ ）数が限定された虫網 約束を守れたことを評価する 〕⑳約束をして待っていれば貸してもらえること その場から離してからＮ児の思い込みを諭す友達や教師の話を閾い










）〆０、 みんなの顔が見える牛乳タイムのサークル状の座席 第三者を巻き込むを待たせて悪かったというクラスの友達の気づき ）」↑ ずゑ＞由を明確に〕･自分の思いを素直に表現して自己主張する.周りの友達の思いに気づかないで自分の思いを通そうとする 教師の願い･友達の思いを受け入れられるようになってほしい
.友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わってほしい ‘
く－年を振り返って〉
(１） Ｎ児の社会的側面の「学んだこと」と育ちについて
Ｎ児は４月当初、自分の行動を棚上げにして、相手の行動を責める姿がよく見られ
た。自分の言動を客観的にとらえることができていないようだった。そこで、トラブ
ルになったときには、事実や状況を丁寧に確認して、Ｎ児自身に自分の行動を冷静に
見つめさせるようにしてきた。さらにその行動はどうだったか、もっと他の方法はな
かったのかを考えさせるようにしてきた｡その結果Ｎ児は、自分の行動を振り返って、
友達にかかわる方法をＮ児なりに工夫するようになってきた。友達の様子を見てから
話しかけようとしたり、楽しく友達と園生活を過ごすために順番を譲ったりした姿に
Ｎ児の学びが伺われる。
また、相手の思いには気づかないためにトラブルになることもしばしばあった。そ
んなときには、周りで見ていた第三者の幼児の見方を知らせたり、状況を確認してい
く際に、相手の思いも考えさせたり、伝えたりしてきた。相手の幼児の言葉が足りな
い時にはＮ児に思いが伝わるように言葉を補ってきた。その結果、相手にもやりたい
ことがあることや、相手も譲ったり、順番を待ったりしながら気持ちよく過ごすため
に努力をしていることなど、友達にはそれぞれの思いがあることを学んできた。そし
て、相手の思いを受け入れて行動しようとする姿が見られる様になってきた。
さらに、Ｎ児は友達と一緒に遊ぶ楽しさを感じることによって、もっと仲良くなり
たいと願うようになってきた。友達が仲良く話しているのを見て、「話をする友達がい
ない寂しさ」を感じ、その寂しさを感じたからこそ、心の通じる友達が欲しいと願い、
教師や友達からのアドバイスを素直に受け入れるようになってきた。
（２）Ｎ児の学びを支える環境の構成と教師や友達のかかわり
○環境の構成について
５歳児になるとその子なりに周りの様子が見えてくる。友達の様子を見ながら、
様々な価値判断をしていくようになる。その価値判断をもとにして、自分の行動を振
り返り、自分の行動を見直そうとする姿が見られる様になってくる。そこで、５歳児
ではお互いを意識し合える集団活動の場を意図的に設定している。その場として以下
の３つの場が効果的であると考えられた。
、友達の思いに気づくことができるサークル状の座席・・・牛乳タイムのときには、
ほぼ３ヶ月間、同じ場所に座っている。その問に、隣に座っている子だけでなく、向
かい側に座っている子などたくさんの友達の存在に気づくことができる。事例１では、
Ｎ児を待っているクラスの友達の存在に気づくことができた。サークル状の座席は、互
いの顔が見えるので、友達の存在や思いに気づかせる場としては効果的な環境である。
、互いを客観的に評価できる朝の集い（ルーティン的活動）・・・一曰の見通しをも
って、主体的に生活をつくりあげていくために、毎日、朝の集いを行っている。朝の
－１２３－
集いでは３，４人のグループで111頁番に司会を行っている。毎日くり返される集いは、
幼児にとってわかりやすく、価値判断が容易で友達同士でアドバイスをしやすい場と
なっている。また、鏡効果として自分を客観的に捉えることができる。Ｎ児のように
自分を客観的にとらえるのが苦手な幼児にとっても、友達からのアドバイスや思いを
素直に受け入れるうえで、大きな役割を果たすようである。
○教師や友達のかかわりについて
Ｎ児は、友達同士の暗黙の了解に気づくことが苦手で、自分が正しいと思うことは、
相手の気持ちや周囲の状況に構わずに主張することが多かった。
・そんなＮ児には「友達の様子を見てから入る」、「いきなり入らず待つ」等、友達に
かかわる際の具体的な方法を援助することが必要だと思われた。しかしＮ児には、自
分のかかわり方が唐突であるという自覚があまりないようだった。そこで、周囲の友
達と一緒になぜそうなったのか事実を確認し、Ｎ児に自分の行動を自覚させるように
してきた。自分の行動を客観的にとらえることが苦手な幼児には、第三者とともに、
状況を整理するかかわりは欠かせない。
．Ｎ児は相手の思いに気づくことが苦手だったので、相手の幼児の気持ちを代弁した
り言葉を補ったりしながら、相手にも思いがあってやっていることだということを知
らせるようにしてきた。その際には、Ｎ児が安心しなければ相手の思いには気づくこ
とができないと考え、まずＮ児の思いを受け止めるようにしてきた。相手の行動だけ
を見て判断しがちな幼児には、本人の気持ちを受け止めながら、丁寧に相手の思いを
伝えていくことが必要である。
．Ｎ児にとっては、Ｎ児の気持ちをくみとって接する友達のかかわりの影響は大きか
った。友達をつくる方法をアドバイスきれたり、そんなにこだわることではないと諭
されたりしたことを、Ｎ児は素直に受け入れることができた。友達同士のかかわりに
よって幼児を支えていくことの重要性を改めて感じた。一人一人を育てるためには、
クラスの集団を育てていくことも大切なことである。
－１２４－
